
23
年
度
に
建
設
工
事
を
行
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

施
設
一
体
型
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

を
期
待
し
て
い
る
。

問　
学
校
現
場
に
お
い
て
、
学

力
低
下
、
不
登
校
の
生
徒
が
多

く
、
小
中
学
校
が
連
携
し
て
対

策
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
問
題
の

解
決
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
小
中
一
貫
校

の
導
入
を
す
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

教
育
部
長　

必
要
な
こ
と
は
、

小
学
校
６
年
、
中
学
校
３
年
と

し
て
い
た
学
習
指
導
や
生
徒
指

導
の
方
法
を
、
小
中
９
年
間
を

見
通
し
た
中
で
最
も
効
果
的
な

形
に
変
更
す
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
。
対
象
校
で
あ
る
豊
野

小
中
学
校
の
先
生
方
に
精
査
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
先

進
事
例
の
検
討
や
経
験
者
、
専

門
家
の
助
言
、
そ
し
て
当
然
の

事
な
が
ら
県
教
育
委
員
会
の
指

導
も
仰
ぎ
な
が
ら
や
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
建

設
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
が
、

市
長
が
決
断
さ
れ
た
経
緯
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　
関
係
部
署
と
幾
度
と
な

く
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
国
県

市
の
連
携
に
よ
る
継
続
事
業
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
の
振
興
策
と
し
て

本
施
設
は
、
担
い
手
農
家
の
育

成
、
農
業
生
産
の
拡
大
、
農
家

所
得
の
向
上
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
、
雇
用
の
拡
大
、
更
に
は

女
性･

高
齢
者
の
農
業
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
な
ど
に
寄
与
す
る

施
設
で
あ
る
こ
と
を
判
断
し
、

建
設
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定

し
た
。

問　
ホ
テ
ル
用
地
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
二
転
三
転
し
な
が
ら
最

後
は
頓
挫
し
た
と
い
う
経
緯
に

な
っ
た
が
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
考

え
る
と
、
地
権
者
の
方
に
は
ご

迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
、
市

が
用
地
斡
旋
等
の
業
務
を
行
っ

て
ま
い
り
、
信
義
則
上
の
義
務

が
あ
り
、
市
で
用
地
を
購
入
す

る
こ
と
と
判
断
し
た
。

問　
道
の
駅
の
運
営
に
つ
い
て

は
ど
う
す
る
の
か
。

経
済
部
長　
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
し

て
生
産
者
を
募
り
、
指
定
管
理

者
で
運
営
し
た
い
。

問　
花
の
学
校
と
若
宮
海
水
浴

場
の
運
営
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

経
済
部
長　
今
後
の
利
用
者
数

の
低
迷
が
続
く
と
財
政
を
圧
迫

す
る
原
因
と
な
り
か
ね
な
い
の

で
、今
後
、経
営
診
断
を
実
施
し
、

経
営
改
善
に
つ
な
が
る
計
画
の

策
定
を
、
指
定
管
理
者
制
度
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
市
財
政
の
将
来
展
望
は
。

総
務
部
長　
税
収
や
交
付
金
の

減
に
よ
る
収
入
で
の
不
安
、
社

会
保
障
費
、
公
債
費
の
増
に
よ

る
歳
出
増
で
厳
し
い
見
通
し
を

も
っ
て
い
る
。

問　
国
の
地
域
活
性
化
関
連
の

交
付
金
17
億
円
が
や
が
て
宇
城

市
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
使
途
に
つ
い
て
提
案

す
る
。松
橋
町
豊
川
北
部
地
区
、

松
橋
町
内
大
野
川
下
流
域
、
松

橋
駅
裏
か
ら
松
崎
、
亀
松
地
区

に
か
け
て
の
、
い
わ
ば
海
抜
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
冠
水
常
習

地
帯
解
消
の
た
め
に
、
海
岸
線

に
大
型
の
排
水
ポ
ン
プ
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
議
員
の
提
案
の
と
お
り

市
民
生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
充
て
る
べ
く
こ
の
交

付
金
を
有
効
活
用
し
た
い
と
思

う
。

問　
夏
季
一
時
金
０
．
２
か
月

カ
ッ
ト
は
職
員
も
議
員
も
関
係

す
る
し
、
地
域
経
済
に
も
影
響

す
る
。
な
ぜ
正
式
に
議
会
で
議

論
を
せ
ず
、
専
決
処
分
で
こ
と

を
済
ま
せ
た
の
か
。
ま
た
、
サ

ー
ビ
ス
残
業
の
横
行
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
本
来
な
ら
臨
時
議

会
で
議
決
す
べ
き
で
あ
っ
た

が
、緊
急
な
た
め
時
間
が
な
く
、

会
派
代
表
や
職
員
組
合
と
事
前

に
協
議
し
行
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス

残
業
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
士

気
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
よ
り

適
正
な
執
行
に
努
め
る
。

問　
予
想
以
上
の
大
量
の
退
職

者
で
業
務
が
滞
っ
て
い
る
。
ま

っ
た
く
新
規
採
用
を
し
な
い
の

は
問
題
で
あ
る
。

市
長　
公
平
公
正
な
試
験
を
し

て
、
良
い
職
員
が
と
れ
る
よ
う

な
体
制
を
作
り
た
い
。

問　
文
化
財
や
史
跡
に
つ
き
市

民
へ
の
啓
発
を
も
っ
と
活
発
に

行
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
地
元
の
詳
し
い
方

や
文
化
財
保
護
委
員
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
郷
土
や
歴
史
を
学

ぶ
取
組
を
検
討
す
る
。

問　

文
化
財
の
保
全
が
不
十

分
。
特
に
豊
福
城
跡
は
藪
の
中

に
放
置
し
て
あ
る
。
き
れ
い
に

す
れ
ば
周
辺
の
子
ど
も
達
の
良

い
遊
び
場
に
も
な
る
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

教
育
部
長　
基
本
的
な
部
分
の

管
理
に
つ
い
て
は
今
後
も
市
の

責
任
に
お
い
て
取
り
組
む
。
豊

福
城
頂
上
部
の
伐
採
に
つ
い
て

は
検
討
す
る
。

問　
ビ
ジ
ョ
ン
を
尋
ね
る
。

市
長　
本
市
で
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
の
適
用
を
受

け
て
い
る
の
は
「
一
部
過
疎
」

の
旧
三
角
町
だ
け
で
あ
る
。
教

育
・
子
育
て
の
充
実
な
ど
５
つ

の
公
約
を
挙
げ
て
い
る
。
特
に

過
疎
対
策
で
は
地
域
の
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
環
境
を
整
え
、
子

ど
も
が
す
く
す
く
育
て
ら
れ
る

環
境
整
備
が
必
要
。
若
者
が
定

着
し
、
教
育
・
子
育
て
が
進
む

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　
宇
城
市
の
過
疎
対
策
の
現

状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

市
長　

旧
三
角
町
の
人
口
は

合
併
当
初
の
１
万
69
人
か
ら

９
２
６
１
人
と
８
０
０
人
も
減

少
。
高
齢
化
率
は
31
．
４
％
か

ら
34
．
３
％
と
３
％
上
昇
し
、

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
今
後
の
取
組
と
し
て
過
疎

地
域
に
住
み
続
け
る
市
民
に
と

っ
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か

ら
引
き
続
き
総
合
的
な
過
疎
対

策
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

問　
前
市
政
の
評
価
に
つ
い
て

市
長　
合
併
協
議
で
決
定
さ
れ

て
い
る
事
項
に
つ
い
て
の
処
理

と
、
新
市
発
展
の
た
め
の
宇
城

市
の
草
創
期
を
築
い
て
い
た
だ

い
た
と
理
解
す
る
。
合
併
協
議

の
約
束
事
項
に
つ
い
て
取
り
組

ま
な
い
と
「
約
束
不
履
行
」
に

な
り
、
内
容
に
議
論
は
あ
る

が
、
計
画
に
沿
い
取
組
が
な
さ

れ
た
。
宇
城
市
独
自
の
政
策
を

立
上
げ
、
県
内
、
全
国
へ
と
知

名
度
を
上
げ
る
た
め
に
努
力
さ

れ
、
同
じ
政
治
家
と
し
て
私
自

身
、
評
価
す
べ
き
と
感
じ
て
い

る
。

問　

２
月
５
日
15
時
41
分
発

信
、
一
市
民
「
カ
レ
エ
ダ
」
さ

ん
の
メ
ー
ル
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。

市
長　
今
年
２
月
の
市
長
選
挙

の
こ
と
の
記
載
で
あ
り
候
補
者

双
方
の
主
義
主
張
を
一
選
挙
民

と
し
て
分
析
さ
れ
判
断
さ
れ
た

結
果
の
記
載
と
認
識
す
る
。
衆

知
を
集
め
、
ご
意
見
を
い
た
だ

き
決
断
す
る
政
治
こ
そ
が
私
の

目
指
す
政
治
で
あ
る
。

問　
情
報
公
開
の
基
本
的
姿
勢

と
は
。

総
務
部
長　
市
の
情
報
は
、
市

民
共
有
の
財
産
で
あ
る
。
情
報

公
開
は
、
市
民
の
市
政
へ
の
信

頼
を
確
保
し
、
開
か
れ
た
市
政

推
進
の
上
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
公
文
書
の
開
示
請
求
は
条

例
第
10
号
と
し
て
制
定
さ
れ
て

い
る
。
市
政
に
直
接
関
係
の
あ

る
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
「
広
報
う
き
」
で
周
知
を

図
る
。
行
政
懇
談
会
等
も
計
画

す
る
。

問　
生
涯
教
育
と
し
て
の
政
治

学
習
の
取
組
に
つ
い
て

教
育
部
長　
「
良
識
の
あ
る
公

民
と
し
て
必
要
な
政
治
的
教
養

は
、
教
育
上
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。
市
民
の
政
治
意
識
等
の

現
状
を
さ
ぐ
り
政
治
教
育
の
必

要
性
を
考
え
る
。
市
政
や
市
議

会
の
正
し
い
情
報
の
提
供
と
併

せ
て
政
治
教
育
の
講
座
を
公
民

館
講
座
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
の
共
有

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

髙
田　

幸
夫　

議
員

「
将
来
の
財
政
見
通
し
と
国
の
大

型
交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
」

「
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
」

「
松
橋
の
道
の
駅
に
つ
い
て
」

「
三
角
町
の
振
興
策
に
つ
い
て
」

「
新
市
長
体
制
と
な
っ
て
か
ら
の

職
場
状
況
に
つ
い
て
」

「
文
化
財
の
保
存
、
伝
承
に
つ
い

て
」

長
谷　

誠
一　

議
員

「
宇
城
市
の
過
疎
対
策
に
つ
い

て
」

「
市
民
に
正
し
い
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
」

三角町戸馳「若宮海水浴場」

整備が望まれる豊福城跡
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